
 

                                                                                     

公表：令和 ２年 ３月  6日  

 

事業所名：三鷹市子ども発達支援センターくるみ幼児園  保護者等数（児童数）２９ 回収数 ２５ 割合 86.２％ 
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環
境
・
体
制
整
備
に
つ
い
て 

①  

子どもの活動等のスペースが十分に確保さ

れているか。 

２３ 

 

２ 

 

  ・体が不自由な子には狭そ
うに感じる。 
・園庭が狭い。外遊びがプ

ールだけというのはさみ
しい。 
・とてもきれいで広いのが

よい。 
・安心して活動できる。 

・スペース的には基準を満

たしておりますが、引き続

き、活動に応じた、スペース

の確保に努めていきます。 

②  

職員の配置数や専門性は適切であるか。 ２０ 4 

 

 １ ・１グループに担当の先生

2 人は少ないように感じ
る。 
・専門性に関しては活かさ

れているか不明・差があ
る。 
・配置数は問題ない 

・適確にアドバイスくださ
る先生もいるが、ただ話を
聞くだけの先生もいる。 

・職員の配置につきまして

は、療育に合わせた人員配置

を行っております。 

・職員の研修の受講、また、

定期的に職場内での勉強会

を継続して行い、職員の学ぶ

機会を作っています。 

今後も継続し、更なるスキル

アップに努めていきます。 

③  

生活空間は、本人にとって分かりやすく、構

造化された環境になっているか。また、障が

いの特性に応じ、園の設備はバリアフリー

化や、情報伝達等への配慮が適切になされ

ているか。 

 

２３ ２   ・園内はフラットでよい。 
・外通路が狭く、植え込み

や段差によく子どもが落
ちる。すれちがえない。（同
1 通） 

・子どもたちに合わせわか
りやすい掲示に改善され
ている。 

・外通路を広くすることは

難しいですが、植え込みの工

夫など施設側とも一緒に考

えていきます。現在は、段差

が分かりやすくなるよう、黄

色のラインをつけました。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

になっているか。また、子ども達の活動に合

わせた空間となっているか。 

 

 

２５ 

 

    ・子どもたちが心地よくわ

かりやすい環境の中ですご

せるよう、引き続き整えてい

きます。 

 
 

適
切
な
支
援
の
提
供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に

分析された上で、個別支援計画が作成され

ているか。 

※「個別支援計画」は、児童発達支援を利用する

個々の子どもについて、その能力、置かれている

環境や日常生活全般の状況に関するアセスメン

トを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生

活全般の質を向上させるための課題、支援の具体

的内容、支援を提供する上での留意事項などを記

載する計画のことです。これは、児童発達支援セ

ンター又は、児童発達支援事業所の児童発達支援

管理者が作成します。 

 

 

 

２３ 

 

１   ・先生によって計画の立て

方に差を感じる。 

・保護者と一緒に確認をし

ながら、子どもの成長につな

がるよう作成しています。 

引き続き、専門療法士、担当

職員と複数職員で、丁寧なア

セスメントを行い、保護者と

面談の上確認し、子どもの成

長につながるよう、個別支援

計画の作成をすすめていき

ます。 

 

保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



⑥  

個別支援計画には、児童発達支援ガイドラ

インの中の「児童発達支援の提供すべき支

援」の「発達支援（本人支援及び移行支援）」

「家族支援」「地域支援」で示す支援内容か

ら子どもの支援に必要な項目が適切に選択

され、その上で、具体的な支援内容が設定さ

れているか。 

２２ ３    ・個別支援計画では、「発達

支援」「家族支援」「地域支援」

で示す支援内容を記載して

おりますが、より具体的でわ

かりやすい支援内容の記載

を心掛けていきます。 

⑦  

個別支援計画に沿った支援が行われている

か。 

 

２３ 

 

２   ・個別というより全体を見

ての共通な支援をしてい

るので、課題に対する対策

が見えてこない 

・集団活動の中で個々の課

題を捉え、支援をしていきた

いと考えておりますが、個々

の発達に応じた支援の充実

については、いただいたご意

見を真摯に受け止め、保護者

の方には、より丁寧にご説明

させていただくよう努めて

いきます。 

⑧  

活動プログラムが固定化しないよう、子ど

もの様子や成長に応じて、活動プログラム

を変えていく等の工夫がされているか。 

※「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の

中で、一定の目的を持って行われる個々の活動の

ことです。 

子どもの障害の特性や課題等に応じて柔軟に組

み合わせて実施されることが想定されています。 

２０ １  ３ ・幅が広がらないので、専
門性を活かしてほしい。 
・活動プログラムの幅を個

人に合わせて広げてほし
い。 
・成長に応じて工夫がされ

ているのか、実際に見てい
ないし、先生と直接話す機
会が少ない。 

・集団活動の中で個々の課

題を捉え、各々に必要な手立

てを行い、子どもが分かり、

出来ることを大切に、プログ

ラムを設定しています。子ど

もの成長に合わせ、内容は職

員で話し合いながら、ステッ

プアップしています。 

・保護者の皆様には、いつで

も日頃のお子さんの様子を

見ていただき、面談などで丁

寧にご説明させていただき

ます。 

⑨  

保育園や、認定こども園、幼稚園等との交流

や、その園児らと活動する機会があるか。 

１１ ７ ３ ４ ・交流時間が短いので、満
足のいく機会とは思えな
い 

・もっと増やしてほしい。
（同1 通） 
・低学年では機会はない。 

・上階の高齢者となど園外
活動もあれば良いなと思
う。 

・子どもの年齢や時期、様子

に応じ、公立保育園での「交

流体験」「交流保育」を行って

います。（「交流体験」は、14

名を対象に年間 4 回ずつ体

験できるように設定をいた

しました。）また、「交流保育」

については 2 名を対象に年

間 6 ずつで、9 回設定いた

しました。） 

また、地域の保育園児が遊び

に来る、「訪問交流」について

も今年は 1 月に１度行いま

した。 

今後も、どのような形の交流

が子どもにとって大切であ

るかということを考えなが

ら進めていきます。 

保
護
者
へ
の
説
明
等
に
つ
い
て 

 

⑩  

契約時に、園の運営規定や、利用者負担等に

ついて丁寧な説明がなされたか。 

２５     ・入園時に丁寧に説明させ

ていただいておりますが、入

園後も必要に応じて説明さ

せていただきます。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」のねらい及び支援内

容とこれに基づき作成された「児童発達支

援計画」を示しながら、支援内容の説明がな

されたか。 

２４ １    ・期ごとに計画を提示しな

がら、個別面談を行い、話を

しています。今後もしっかり

伝わる工夫をし、丁寧な説明

に努めていきます。 

⑫  

保護者に対して、家族支援プログラム（子ど

もの発達や関わりを理解するための勉強

会、ペアレントトレーニング等が行われて

いるか。 

※くるみ幼児園では、「家族支援のプログラム」

として専門療法の勉強会の開催や茶話会・懇談会

２３ ２   ・先生ともっとマンツーマ
ンで話をききたい。 
・「ペアレントトレーニン

グ」があるといいなと思
う。（同1 通） 
・茶話会はもう少し頻繁に

あるといいと思う。 
・座談会の先輩ママの話は
大変よかった。事前にアン

ケートをとっておくと、会
の進行がスムーズなので

・今年度も座談会（4 回）、

茶話会（3 回）、保護者研修

（3 回）、勉強会（5 回）な

どを定期的に行っておりま

す。 

・今後も保護者の方のニー

ズに沿えるよう、内容の充実

に努めます。 



等の話し合いの場の設置などをプログラムとし

て位置づけています。「ペアレント・トレーニン

グ」は、保護者が子どもの行動を観察して障害の

特性を理解したり、障害の特性を踏まえた褒め方

等を学ぶことにより、子どもが適切な行動を獲得

することを目標とします。 

はないか。 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝えあ

い、子どもの健康や発達の状況、課題につい

て共通理解ができているか。 

２０ ５   ・OT,ST 時に詳しく聞い

ているが、普段の様子も知
りたい。 

・保護者の方へ伝え合う機

会に足りていないとの、ご指

摘を頂いたことを真摯に受

け止め、今後は伝える場、伝

え方などを工夫していきま

す。 

⑭  

定期的に、保護者に対して面談や、育児に関

する助言等の支援が行なわれているか。 

２２ ２  １ 
 ・定期的に面談をさせて頂

いています。 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会、懇談会

等の開催により保護者同士の連携が支援さ

れているか。 

１７ ８   ・横のつながりはあるが、
学年を超えてのつながり

が薄く感じる。 

・保護者同士の交流の場と

し、座談会や茶話会を開いて

います。保護者の方が集える

よう、お部屋の使い方など工

夫し、場の設定を行う予定で

す。 

⑯  

子どもや、保護者からの相談や申し入れに

ついて、対応の体制が整備されているとと

もに、子どもや保護者に周知・説明され、相

談や申し入れをした際に迅速かつ適切に対

応されているか。 

２２ １  ２ ・専門療法士につないでい

ただけている。 

・保護者からの相談などに

は出来るだけすぐに対応す

るように努めています。 

⑰  

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達

のための配慮がなされているか。 

２１ ３   ・相談事を記入した連絡帳
に返事がない時がある。 

・迎えの時、待ち時間が長
くなり話せずに帰ること
がある。 

・子どもの様子を保護者に

伝え合うことを大切に考え、

時には電話をさせて頂いて

おります。 

⑱  

定期的に、園だより等を通し、活動概要や、

行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対し

て発信されているか。 

２５     ・園だよりを通して、活動の

様子や行事予定などをお伝

えしています。自己評価の結

果についても書面でお伝え

します。 

 

⑲  
個人情報の取り扱いに十分注意されている

か。 

２４   １  ・今後も十分に注意し、取り

扱っていきます。 

非
常
時
等
の
対
応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、保護者に

周知・説明されているか。また、発生を想定

した訓練が実施されているか。 

２０ ３  ２  ・月１回の頻度で避難訓練

を実施しています。マニュア

ルもあり、保護者の方にも見

ていただけるよう玄関に置

いています。今後は全体に周

知する工夫をしていきます。 

㉑ 
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われているか。 

２１ ３  １  ・月１回の頻度で、地震や火

災等に備えた避難訓練を実

施しています。 

満
足
度 

㉒ 

子どもは通所を楽しみにしてるか。 ２２ ３   ・環境変化があると行きた

がらない 
・嫌がる。興味のある活動
を取り入れてほしい 

・安心できる大人との信頼

関係を作ることで、変化によ

るお子さんの戸惑いが最小

限となるよう、個々の状況に

合わせた支援を行っていま

す。 

・引き続き大人とのやりと

りを手掛かりに活動に興味

が持てるよう、手立てや支援

の工夫をしていきます。 



 

㉓ 

くるみ幼児園の支援に満足しているか。 ２３ １  １ 
・教育面も個々に合わせて

取り入れるとよりベスト。 
・学ぶ、挑戦する機会を与
えないことには残念に思

うところもある。 
・同じスキルのグループな
ので刺激が足りないので

はと思う。 
・ＭＴに使う正三角形の紙
を保護者に作成させる必

要性が感じられない。正確
にできるやり方を提示す
る、外注する、再利用する

など工夫してほしい。 

・幼児期に大切にしたい、や

りとりする力を育てるため

に、プログラムを設定してい

ます。大人とやりとりしなが

ら、さまざまな活動に挑戦

し、達成感を持ち、意欲的に

活動に取り組めることが、こ

の時期の大切な教育だと考

えています。 

・教材の作成については、保

護者の方にも、活動に一緒に

参加して頂く意味を込めて、

少しお手伝いをして頂いて

います。ご理解とご協力に感

謝しております。 


